
学校経営ビジョン

本年度の重点目標

自己評価（Ａ）
方策・手立て（Ｄ）、結果の考察・分析及び改善策等（Ｃ） 具体的意見

①基礎的知識の定着
と思考力・判断力・表
現力の向上の支援

(1) 「フェニックス・ナビ」の活用の推進、学習相談会・特別学
習指導等の個別指導の充実を図ることで、基礎的知識の定
着を目指す。
(2) ICTやBYADの効果的活用の研究と実践を推進し、生徒
の思考力・判断力・表現力の向上に繋がる教育活動の支援
を行う。

○基礎的知識の定着に向けて、個別指導を中心とした特別学習指導を各学期の期末考査前の時期に実施した。また、保
護者を交えた学習相談会を実施し、家庭と連携した学習支援を行った。
○高校総体・エクセルシア祭・修学旅行期間中に特編授業を組むことで授業時数の確保に努め、生徒の学力の維持・向上
を図った。
○教育の情報化推進委員会・１学年と協力して１人１台端末を導入し、新しい教育活動の実現を支援した。
○「ＩＣＴ機器や生徒端末の有効活用の研究実践」をテーマとした研究授業週間を設け、生徒の学力の向上に繋がる新しい
教育活動の支援を行った。

3.6

②新学習指導要領・観
点別評価と学校行事
の研究

(1) 新学習指導要領・観点別評価の研究を推進し、より良い
教育活動の実現を目指す。
(2) 各部・各学年と連携し、生徒・職員が充実感・達成感を得
ることができる学校行事の企画・運営を目指す。

○教務部会・教科代表者会を通して本校の特徴に即した観点別評価の検討・協議を進めた。その内容については職員研
修会を開いて周知・共有を図った。
○次年度以降の教育活動を円滑に進めていくために、本校の実態に合った内規改定を行った。教育課程表の編成につい
ても、普通科進学校としての本校の在り方に即した編成を進めていきたい。
○今年度も学校行事はコロナの影響を受けることがあったが、リモートで始業式・終業式を行うなどの工夫をして、極力予
定通りの行事開催に努めた。
○次年度の学校行事については、今年度の反省を踏まえて会議や各種行事・成績処理等の日程を適切な時期に設定し、
本校の教育活動が円滑に行われていくように策定する。

3.6

③読書活動による図書
資料活用能力の育成
と委員会活動活性化に
よる読書推進

(1) 職員・図書委員会・放送部（委員会）と連携し、「朝の１０
分間読書」を円滑に行い、読書へのきっかけ作りとする。
(2) 図書館内の配置を工夫し、来館と学習活動につながる
雰囲気作りを行い、貸出数及び読書量の増加や、蔵書の有
効活用により大学入試・就職試験に対応できる実力の養成
を図る。
(3) 図書委員の活動として通常業務に加え、読書推進期間
については、来館者増加のために、「おすすめ本の展示」や
新刊本ＰＲ活動などを、積極的に取り組ませる。
(4) 読み聞かせボランティアを計画し、生徒の積極的な取組
みのもと、読書の素晴らしさを広める活動を推進する。

○「朝の１０分間読書」については、各クラスの担任・副担任の先生方および、放送部の協力により朝の放送により毎朝円
滑に読書の時間に入ることができている。朝の落ち着いた１０分間になっているので、図書委員会を活用して「図書便り」等
により読書の質の向上についても生徒の意識を高めたい。
○昨年に引き続き、読書推進期間やエクセルシア祭などで積極的に図書委員としてPOP展や古本市を開催し、生徒の読
書に対する気持ちを高める取り組みを行った。
○生徒の貸し出し冊数については、昨年比で微減しているが、閲覧室での学習や調べ学習としての蔵書活用は先生方の
協力もあり、着実に進んでいる。今後は貸出冊数が増加するように努めたい。
○読み聞かせボランティアについては、コロナ感染症の状況を見ながら実施した。例年より回数も増やし（３回→５回）生徒
も積極的に参加してくれ、有意義な取組となった。

3.2

令和４年度　宮崎県立日南高等学校　学校評価

１　学習支
援の充実

　　　　学校関係者評価

　
学校関係者評価のポイント
　・自己評価の項目や指標は適切に設定されているか
　・自己評価の結果は指標等を基にした妥当なものであるか
　・自己評価の結果を踏まえた成果と改善策は適切であるか
　　※　自己評価、学校関係者評価とも、１～４の4段階評価とする
　　　　４：期待以上　　　　　　　　　　３：ほぼ期待通り
　　　　２：やや期待を下回る　　　　１：改善を要する

取　組（Ｐ）

【学習支援の充実】・主体的、対話的で深い学びの研究実践　・評価と指導の一体化　・ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾀｲﾑを活用した個別指導の充実　・「ﾌｪﾆｯｸｽﾅﾋﾞ」による自己管理力の育成　・読書活動の推進と充実
　　　　　　　　　・ICT機器や生徒端末の有効活用の研究実践
【生徒支援の充実】・基本的生活習慣の確立　・豊かな人間性と規範意識の醸成　・部活動の充実強化　・学校行事やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動等への積極的な参加　・教育相談体制の充実　・安全防災教育の充実
　　　　　　　　　・命や人権を大切にする教育の推進
【進路支援の充実】・地域人材や専門家を活用したキャリア教育　・進路希望に応じたガイダンスの充実　・大学入学共通テストに向けた指導の研究実践　・面接小論文指導の充実　・資格取得の推進と支援
　　　　　　　　　・「未来戦略課」を柱とする探究活動の充実
【信頼される学校づくり】・家庭、地域、中学校、同窓会との連携協力　・学校HPや学校便り等の広報活動の充実　・生徒募集活動の充実　・高い進路実績づくり
　　　　　　　　　　　　・危機管理体制や緊急連絡体制の整備と充実　・適正な学校事務の運営と施設の修繕・整備

○創立１００年を超える県南地域の伝統校としての経験を生かし、教育活動全体を通して知・徳・体をバランスよく確実に身に付けさせ、すべての生徒の進路目標達成を目指す学校
○ＥＸＣＥＬＳＩＯＲを校是とし、向上心をもって何事にも果敢に挑戦し、主体的に充実感あふれる有意義な高校生活を送ることのできる生徒の育成を目指す学校
○地域と連携した教育活動を積極的に展開し、保護者や地域の期待に応え、地元を愛し地元に貢献しようとする生徒や国内外に目を向けグローバルに活躍しようとする生徒の育成を目指す学校

評価項目重点目標+B6:D14

3.0

・個別指導と少人数指導が本校での強みである。さらに推し進
めていただきたい。
・年度当初、観点別評価の検討がなされ１年生と保護者に基本
研修を行われたことや本校の実態に合った内規改定がなされた
ことは、これからより良い教育活動に結びつくと高く評価します。
・読み聞かせボランティア活動が充実してきているので、力強さ
を感じた。
・取組内容は充実しています。取組結果も十分と思います。
・ICT関連ついては、先生方もご存じの通り日々進化しています
ので大変かと思いますが、できるかぎり新しい内容でのICT教育
支援をお願いしたいと思います。
・授業見学で拝見した範囲では、いまだ一方的な講義形式の授
業ばかりで、主体的・対話的で深い学びの研究実践がなされて
いるとは思えませんでした。小テスト（例、単語テスト）も紙で行
い、口頭で答え合わせをするなど旧来のやり方でした。ICTを活
用すればより個別的な学習支援が行えるものと思います。
・新学習指導要領の観点別評価について生徒は意識が高い印
象、周知されていることが伺える。今後、進路決定時のモチベー
ションアップにつながることを期待する。
・低学力生徒の個別指導はさらに期待する。日南高校＝勉強さ
せてもらえる、という保護者の期待と理解のもと、入学後の早い
段階での基礎学力アップの底上げをしていただきたい。
・エクセルシア祭のＰＯＰ展や古本市は興味を引くイベントであ
る。もっと広報誌等で紹介があると認識が広がるのではない
か。
・時代に合ったＩＣＴの導入をした研究発表ができて良いと思う。
・コロナ禍ではあるが、変化に対応して行事等が行われて、また
本を読まない世代に対してアプローチして学力の向上へのプロ
セスがすばらしいと感じた。



自己評価（Ａ）

方策・手立て（Ｄ）、結果の考察・分析及び改善策等（Ｃ） 具体的意見

①基本的生活習慣の
確立、および豊かな人
間性と規範意識の醸
成

(1) 生徒相互のあいさつの活発化と日常化を図るために、
生徒会や部活動生を中心に朝のあいさつ運動に取り組む。
(2) 身だしなみの意識改善を図るために、授業等での常時
指導を全職員で徹底するとともに、定期的な服装容儀指導
を実施する。
(3) 社会のルールとマナーを守り、分別のある行動ができ、
他人への配慮を忘れず、人間性・協調性に富んだ生徒を育
成すると同時に、教員自身が率先垂範に努める。
(4) 生徒の個性を尊重し、人命尊重の精神を育成し、いじめ
のない環境を醸成するために、生徒一人ひとりに目を配り、
居場所作りに努める。
(5) 規範意識の高揚を図るために、時間厳守、礼儀作法な
ど、社会の常識や秩序を正しく理解させ、高校生として取る
べき行動とは何かを考えさせる。

○年間を通して、生徒（部活動生及び生徒会等）、職員が一体となって正門でのあいさつ運動を実施した。この運動は、あ
いさつや風紀指導のみならず、生徒の表情観察や登校状況を把握できる絶好の機会と捉えており、生徒理解のための重
要な活動の機会と考えている。
○各学期の始業日、定期考査最終日に各学年別に容儀指導を実施している。服装の乱れはないが、頭髪で再指導を受け
る生徒がみられる。
○ＬＧＢＴに配慮した取り組みとして、昨年度より女子のスラックスを導入している。今年度は、７名の１年生が購入し、着用
している状況である。
○規範意識の高揚を図るための取り組みとして、「時間厳守」を徹底している。遅刻する生徒は極少数であり、授業も落ち
着いて開始できており、職員自身が率先垂範に努めている。

3.0

②部活動の充実強化
及び学校行事やボラン
ティア等への自主的で
積極的な参加の促進

(1) 帰属意識を高めるとともに、生徒の自主性を育成するた
めに、生徒主体の運営を促し、生徒会活動や各種委員会活
動、部活動や学校行事等の活性化を図る。
(2) 勤労の尊さや相手の立場に立って考えることの大切さを
理解できる生徒、シティプライドを持った生徒を育成するた
めに、ボランティア活動や地域行事への積極的な参加を促
す。
(3) 部活動の意義を理解し、部活動で学んだことが日常生
活や学校生活で生かせる生徒を育成するために、１年生へ
の部活動加入を強く推奨し、文武両道を目指すとともに、奨
励部を中核として部活動の活性化を図る。
(4) 情報端末（携帯電話など）の適切な使用について考えさ
せ、メールやＳＮＳによる誹謗･中傷をはじめとする様々なト
ラブルを防ぐために、「日南高校 携帯電話利用五箇条」に
基づいた指導を徹底する。

○学校行事や部活動、ボランティア活動は、今年度も新型コロナウィルス感染症の影響で中止や延期、規模縮小などの制
限を受けながらも、可能な限りこれまでの練習の成果や取り組みを発表できる機会を確保することができた。本校の伝統
行事でもある「無限会」を生徒職員、保護者の協力のもと３年ぶりに従来の方法で実施することができた。
○一昨年度の試行期間を経て、昨年度からスマホ等の校内持ち込みを許可している。また、本校独自の取り組みとして、
時間と場所を設定し使用も認めている。数件の不適切使用により指導した生徒もいたため、今後一層の情報モラルや使用
方法についての指導徹底を図っている。
○昨今、ブラック校則等のニュースが話題となっている。１２月に改訂された「生徒指導提要」を基本に生徒、職員、保護者
との対話を重ね、より良い校則に改訂できるよう努力している。

3.0

③生徒の心身の健康
への意識向上及び教
育相談活動の充実

(1) 定期健康診断等の結果をもとに生徒の健康状況を把握
し、家庭との連携を図り、生涯を通しての健康づくりに取り組
む。
(2) 健康観察・保健室での様子、教育相談室での相談、教
育相談アンケート、職員からの情報などから生徒の心身の
変調を早期に把握し、職員とのチームワークで生徒一人ひ
とりにきめ細やかなサポートができる体制づくりに取り組む。
また、生徒の心の問題については教育相談室を中心としな
がら、状況に応じて外部関係機関と連携し、迅速な対応を
行う。
(3) 教育相談・特別支援に関する職員研修・講演会の実施
や関係する保護者・職員・外部機関との連携を通して、支援
が必要な生徒が学習しやすい環境を整える。

○各種の健康診断結果をもとに、健康相談や医療機関への受診を促した。また、保健室より発刊する「ほけんだより」を通
じて、生徒の心身の健康についての知識や意識の向上に努めた。
○年間3回（各学期1回）の教育相談アンケートを通じて、生徒の不安や悩みの解消に努めた。また、生徒の状況に応じて
県のスクールカウンセラーを要請し、カウンセリングを行った。（本年度：1回）また、各学期末に「相談室だより」を発刊し、
生徒たちの心の健康について触れ、電話での相談窓口の案内も行った。今後も学校、家庭（保護者）、専門機関と連携協
力し、きめ細やかな対応を行っていきたい。
○今年度は日南くろしお支援学校　特別支援教育チーフコーディネーターの満石恵美子先生を講師にお迎えし、「学びにく
さ、生きにくさを抱えた生徒の理解と支援」という題目で、職員研修を実施した。困り感を持った生徒たちの具体例などが示
され、今後の指導や授業改善に大変役立つ内容であった。今後も担任・副担任をはじめ、全職員で共通理解を図りながら
配慮の必要な生徒を含め、すべての生徒たちが過ごしやすい環境づくりを目指していきたい。

3.0

④環境美化活動と清
掃奉仕活動の充実

(1) 環境美化に生徒・職員が一体となって取り組むことがで
きる体制を整備し、快適な学習環境・職場環境の維持を図
る。
(2) 美化委員会を中心とした環境美化活動を推進し、生徒
の美化意識と奉仕の精神の喚起・啓発に努める。
(3) 地域と連携した清掃奉仕活動を実施し、地域に根ざし、
地域から信頼される学校づくりに寄与する。

○年間3回（各学期1回）の清掃強化期間を設定し、美化委員会を中心に学校全体で清掃美化に努めることができた。ま
た、2学期からこの清掃強化期間に並行して清掃場所担当職員に校内安全点検を依頼し、快適な学習環境・職場環境の
維持に努めた。
○今年度も2年学年団へ校内清掃奉仕活動の協力を依頼し、各クラス年1回ＬＨＲの時間に清掃活動を実施した。また、日
南市との連携事業でもある「1学年飫肥駅清掃活動」も1学年各クラスのＬＨＲの時間に実施することができた。また、12月
に行われたＪＲ日南線構内美化作業ボランティアにも多くの生徒が参加し、熱心に取り組んだ。
○今年度から、美化委員会が中心となり、ゴミの各自持ち帰りの実施を始めた。生徒及び職員一人ひとりの協力もあり、取
り組みについて概ね良好である。今後も継続して環境美化に努めていきたい。

3.3

２　生徒支
援の充実

・コロナで学校行事や部活動が分断されたが、３年ぶりに活動
を復活された意義は大きいと感じています。
・エクセルシア祭体育の部は台風により順延実施となり準備等
に大変なご苦労があったと思います。準備運動の「自校体操」
が定着してきた。
・校則や制服の問題について生徒会や保護者が中心となって
取り組んでいるので、その成果を期待します。
・①、②については、基本的な学校生活や部活動・学校行事等
での取組内容は充実しています。また、良く分析・改善されてい
ます。
・③については不登校生が数名いるとのことですが、学校側もカ
ウンセリング等対応されており、専門の講師を招き職員研修を
実施されており、問題ないと考えます。
・評価項目に基づき、取組を計画し、実行していただいていると
思いますが、全体的にルールやマナー、規範意識など管理的な
「指導」への偏りを感じます。豊かな人間性の醸成や個性の尊
重という言葉はあるものの具体的な取組が見えません。校則改
定などの予定もあるようですが、過度な管理は没個性、主体性
の損失につながりますので見通しを期待します。
・ボランティア活動をやりたくてもやれない現状であったが、今後
は活動の開拓と紹介、生徒の積極的参加を期待したい。
・修学旅行、無限会など学校行事の開催にあたっては教職員の
先生方をはじめ保護者様の協力のもと、大変なご苦労があった
と思う。窮屈な生活を強いられる中、生徒たちは十分それを理
解し満喫していたように感じる。
・「日南高校　携帯電話利用五箇条」の徹底を期待する。どこま
でを管理するのか非常に難しいが、生徒会活動などを通し、生
徒たちに考えさせる場を設けてはどうか。
・生徒に対しての風紀の徹底や大きな行事関しても感染対策を
しながら実施して、生徒への思い出作りが進められたことは喜
ばしいことである。
・校則についても積極的に取り組んでおり、生徒目線での配慮
が良い取り組みと感じた。

3.2

重点目標 評価項目 取　組（Ｐ）
　　　　学校関係者評価



自己評価（Ａ）

方策・手立て（Ｄ）、結果の考察・分析及び改善策等（Ｃ） 具体的意見

①生徒が有する多くの
要求に応えるための企
画や指導方法の研究
と実践

(1) ３年生は各コ－スの特性を生かした進路支援を実践し、
前年を上回る進路達成を実現する。
(2) 校内・校外模試については、結果の迅速な分析を行い、
学力向上を目指すとともに、早期の進路決定と目標実現の
ための支援を強化する。また、種々の資料やデータを有効
に活用し、進路支   援に生かす。
(3) 分野別教養講座・オ－プンキャンパス･看護体験･ボラン
ティアへの参加を通じて生徒の経験値を高めて、ポートフォ
リオ等の活動の記録やその保管方法を工夫する。
(4) 総合型・学校推薦型・一般選抜への対応として、６月以
降、小論文･面接指導を職員全体で行う。
(5) １・２年生の学力検討会、３年生の進路検討会の時間を
確保し、学力向上に向けたタイムリーな方策を打ち出す。
(6) 生徒だけでなく家庭に対しても、適切な進路情報を継続
的に提供する。

〇１・２年生については対外模試結果を基礎資料として現状分析を行い、事後の取り組みについて職員間での共通理解を
深めた。３年生については、１１月と１月の進路検討会を通して出願先の検討を行い、三者面談を経ての出願支援に生か
すことができた。半数近い生徒が９月以降出願の総合型選抜や１１月以降の学校推薦型選抜に出願する現状があるた
め、次年度は４月の早い段階で３年生の志望状況と成績を担任団や教科担任間で共有する場を設けて支援を進めていき
たい。
〇分野別教養講座を、昨年の１１講座に、進路希望の多かった理学療法分野を加え１２講座で実施した。次年度も生徒の
進路希望状況に応じた講座で実施したい。なお、今年度まで土曜講座の一環で実施してきたが、来年度からは平日に開
催することで招聘する学校の幅を広げたいと考えている。
〇今年度も８０名の生徒が総合型・学校推薦型選抜に出願し、現時点で国公立大学では２３名中９名、私大・短大・専門学
校などでは５７名中５５名が合格した。総合型選抜や学校推薦型選抜の定員が増えていく傾向にある中で、そのための支
援を充実させることも重要だが、しっかりとした学力を備えることの大切さも伝えていきたい。

3.2

②進路支援体制の構
築とキャリア教育の推
進および計画的実施

(1) コースや類型に対応した、３年間を見通した進路支援体
制を構築する。
(2) キャリア教育について、キャリア教育推進委員会を中心
とした各校務分掌や教科との連携を密にし、加えて地域人
材や専門家の活用を模索しながらより体系的・組織的に計
画、実践する。
また、「日南高校未来戦略課」の更なる発展と充実に努め
る。
 (3) 新しい学力観で求められる学力の向上の手立て、特に
「大学入学共通テスト」で実力を発揮できる生徒の育成方法
について研修の機会を設ける。
(4) 新教育課程に応じた指導の在り方について、教員間の
共通理解を深める。

〇７月に２・３年生向けの校内進路相談会を実施した。四年制大学２２校、短大・専門学校４０校、公的機関３組織に来校し
ていただき、本校体育館にブースを設けて対面式の実施とした。様々な学校を知る機会となったが、移動制限も緩和され
ていることや、来校した学校の中から進学先を選ぶのではなく、自ら調べて訪問先を決めることを促すため、次年度は企画
しないこととした。代わりにオープンキャンパスの案内や合同説明、体験学習などの案内をGoogleClassroomを活用しなが
ら充実させたい。
〇「総合的な探究の時間」の充実を図るため、企画委員会を通して体系的な取り組みを模索している。普通コースではこれ
まで通り日南市役所と連携しながら探究を進めるが、探究科学コースではより自分の興味関心や進路希望との整合性の
取れた活動「Nichinan　Project」としてスタートした。探究活動を通して身につけた知識やスキルを進路実現につなげられる
ようサポートしていきたい。
〇職員のスキルアップの機会として進路研修会を２回実施した。１つは小論文の添削指導研修会、２つめは最新の進路情
報や観点別評価について、それそれ第一学習社、河合塾から講師を招いて実施した。次年度もニーズに合わせた職員研
修を企画していきたい。

3.3

③学力向上を目的とし
た個別指導の実施

(1) 朝課外と夕課外の実施方法を検証し、より効果的なもの
とする。
(2) 早朝・放課後の時間やＦＴを活用し、各学年において個
に応じた指導を実践する。
(3) 土曜講座や長期休業中の課外の在り方を検証し、さらな
る工夫・改善を行い、進路実現に向けての学力の定着を目
指す。
(4) 課題テストの事前・事後指導の在り方や、評価の仕方に
ついて検証し、有効な活用法を策定する。

〇全学年に対して朝課外を、加えて３年生には夕課外も企画し、基礎の定着や応用力の養成のために活用した。夕課外
では一部講座制も導入した。
〇土曜講座は月に１回程度の頻度で計画し、過去問演習や模試対策に加え、分野別講座や進路相談会、進路講演会に
活用してきた。講座が模試や各種大会等と重複することで運営しづらい側面もあり、実施の在り方などについて検討中で
ある。課外についても同様で、生徒の進路実現をサポートすることを念頭に、生徒と職員双方に無理のない取り組みを検
討していく必要がある。 2.8

重点目標 評価項目 取　組（Ｐ）
　　　　学校関係者評価

３　進路支
援の充実 3.2

・進路の選択肢を充実させるために生徒の志望状況を分析し
て、分野別教養講座に組み入れられた対応は素晴らしい取り組
みである。
・新しい学力観で求められる学力向上の手立てとして職員の研
修会を企画・実施されたことは、目標達成のための職員間の
チームワーク、フットワーク、ネットワークを重視した取り組みで
あった。
・進路支援については、志望状況や成績を教科担任間での共
有や生徒の希望を考慮し選択肢を広げるなど、様々な方策・手
立てをされています。
・学習塾の講師を招き先生方へ研修会を開催され、スキルアッ
プが図られていると思います。
・短期的な進学指導に偏っている点が気になります。進学後や
その先を見据えた進路選択を生徒さんたちはできているので
しょうか？　また総探を推進する立場としては、模試や課外など
による多忙化で自分なりの興味関心を深めたり、プロジェクトを
実行する余裕がないことも課題に思っています。学力か探究か
ではなく相互が相乗的に関わるカリキュラム作りができていけ
ばと思います。
・大学入試のシステムについて早い段階での指導をされている
と思うが、大学進学希望であっても受験のしくみをしらない生徒
が一部見られる。二者面談などで具体的な志望校に向けての
目標を共有し意識づけをしていただきたい。
・「日南高校未来戦略課」の研究発表内容をホームページ内で
動画配信してはどうか。地域の方、受験を考えている中学生・保
護者へのアピールになるのではないか。
・本来の進学校としての役割を果たしており、生徒の実現に向
けての学校として素晴らしい。医療面へのスムーズな対応に関
しても、幅広く進学の道が拡げられて医療人としてはありがたい
と思います。



自己評価（Ａ）

方策・手立て（Ｄ）、結果の考察・分析及び改善策等（Ｃ） 具体的意見

①地域との良好な関係
の形成

(1) 高校説明会・オープンスクール・教育課程説明会を実施
することで、地域に開かれた学校を実現し、志望者の増加を
図る。
(2) 学校案内パンフレット・学校紹介ポスター・ホームページ
等を活用して学校の魅力を広く発信し、地域の理解と協力
を得られる学校を目指す。
(3) 各種行事・式典・入試業務等を適切・確実に実施するこ
とで、地域に根ざし、地域の信頼を得られる学校作りに貢献
する。

○オープンスクールは生徒主体の行事となるように企画・運営し、中学生と本校生が交流する機会（校内散策・座談会等）
を多く設けた。また、本校卒業生の保護者を交えた保護者説明会を実施し、保護者の立場で本校の魅力・特徴について説
明してもらった。
○学校案内パンフレット、学校便り「エクセルショー」（日南・串間市内小中学校に配布）、高校説明会用のパワーポイントに
ついては、授業・部活動・探究活動・各種行事で活動している生徒の映像・写真や生徒のコメントを多用し、中学生・保護
者・地域に本校の教育活動がより魅力的に伝わるようなものを作成した。今後もホームページのリニューアルなどを通して
中学生や地域への情報発信に努めていきたい。
○入学式、教育課程説明会、高校入試等の地域との関わりが強い学校行事については、限られた職員数の中、運営方法
等に工夫を加えることで適切な実施に努めた。

3.6

②学校安全体制の確
立

(1) 生徒・職員の命を守るために、危機管理マニュアル・学
校安全計画の策定、学校安全研修・避難訓練の実施、事
故・災害時対策（組織整備・備蓄品等）に取り組み、安心・安
全な学校を目指す。
(2) 昨年度の学校安全教育推進校として学んだことを生か
し、地域及び関係機関と連携して効果的な避難訓練や研修
を実施し、地震・火災等の緊急時に迅速・適切に行動できる
集団の形成を図る。
(3) SPS（セーフティプロモーションスクール）の認証に向け
て、教職員・生徒・保護者・地域とのネットワークを組み、組
織的かつ継続可能な学校安全の取り組みが協働して実践
できるよう環境整備に取り組む。

○本年度も危機管理マニュアルや学校安全計画の策定、避難訓練の実施や事故・災害時対策（組織整備・備蓄品等）に
取り組んだ。また、危機管理マニュアルについては、7月に県から加筆・修正の依頼があったため、該当の箇所を加筆・修
正したものを改めて職員に配布し、職員会議にて説明、共通理解を図った。
○昨年度に引き続き、学校安全教育推進校として研究指定を受けている。今年度はSPS（セーフティプロモーションスクー
ル）の認証に向けて取り組んだ。昨年度と同様、避難訓練、心肺蘇生法講習会、校内危険箇所点検調査等を実施した。ま
た、今年度も新しく２年生の中で防災に関わる進路希望をもつ生徒５名を学校安全生徒推進員として選出し、防災リーダー
の育成に努めた。特に避難訓練については、１回目は通常通りの形で実施したが、２回目は移動教室での訓練と、予告無
しの訓練を合わせて行うという新しい試みで実施した。この２回目の避難訓練では、災害が実際に起きた時を想定して実
施してみようということで、学校安全推進員を集め、どのようなことが起こりうるかを協議し、その場面設定を実際に行った
（避難経路について、がれきが落ちてきたという設定で通行止めにする。行方不明の生徒の設定）。予告無しの訓練でこれ
らを行ったのだが、通行止めになっていた場合の生徒の動きや不明生徒が出た場合の職員の動きなど、今までにはみえ
なかった新たな課題を見いだすことができ、有意義な訓練となった。
これらの取り組みなどを通し、目標であったＳＰＳ認証を受けることができた。この認証を糧に、さらに学校安全教育を推進
していきたい。

3.5

③組織的なPTA活動
の展開と校内活動の
記録・整理

(1) 各種ＰＴＡ活動の充実を図り、内容の工夫により各行事
への参加者の増加を目指す。
(2) 本校の各種学校行事やＰＴＡ活動を円滑に推進し、その
活動を保護者をはじめ、中学校を含む地域へ発信していく。
その手段の一つとして、刊行物「若潮」（ＰＴＡ新聞）の内容・
レイアウト等の工夫・改善を図る。本校教育活動の記録とし
て、紀要「天杉」を年度末に発行する。
(4) 黒潮同窓会と連携して、同窓会活動の改善を図り、学
校・生徒の側面的支援をする。

○コロナウイルス感染症の影響はあったものの「無限会ＰＴＡ協力」および「合勝うどん」の大きな事業は予定通り実施する
ことができた。「ＰＴＡ総会」は体育館に参集せず各クラスでのリモート開催を試み、関係の皆様の協力により支障なく開催
することができた。「学習・広報・母親・生活」の各委員会も十全ではなかったが、感染の状況を見ながら活動していただい
た。次年度こそは学校と保護者が協力して生徒の健全育成に繋げる活動を展開したい。
○本校ＰＴＡ広報紙「若潮」は、これまでの堅実な紙面づくりから、「チャレンジ」を合い言葉に大幅に紙面構成を見直した。
今後も生徒、保護者から楽しみにしてもらえるような内容を模索していきたい。紀要「天杉」も年度末に発行すべく、現在内
容を集約中である。
○同窓会については「１００周年記念式典」終了後、新型コロナウイルス感染症の影響により理事会・総会等開催できてい
ないが、学校と事務局の連絡を密にして、アフターコロナの活動再開に期したい。

3.2

重点目標 評価項目 取　組（Ｐ）
　　　　学校関係者評価

・地域を繋ぐホームページの重要性を痛感した一年として捉え、
さらなる地域との信頼関係の構築を期待します。
・SPS認証を受けられた取り組みを高く評価したい。
・コロナの流行で人々のコミュニケーションが寸断される中、本
年度、年間をとおして本校の様々な活動や魅力を日南市の広
報誌「好きです　にちなん」で、また、PTA広報誌「若潮」の作新
などの活動は発信力の強化に繋がったと思います。
・一部の中学生保護者で、日南高校の特に探究科学コースは
勉強が大変なのではと思われているようですが、今年度から
オープンスクールで、中学生と本校生徒の交流（校内散策・座
談会等）や本校卒業者の保護者を交えた中学生保護者説明会
が行われていることで、課題が解消されると思われます。魅力
ある日南高校で、充実した高校生活が送れることの情報発信を
今後もお願いします。
・コロナ感染対策で、PTA行事が思うように開催できないと思い
ますが、保護者はPTA行事に参加することで、学校（先生方）や
保護者から子供に対する様々な情報を得ることができると思い
ます。特に長子の保護者は子供の進学（受験）については不安
があると保護者時代に感じていましたので、可能な限り開催を
お願いします。
・必要な手立ては講じられているものと思います。オープンス
クールを生徒さん主体とし、中学生との交流機会を増やされて
いることなど素晴らしいと思います。今後も生徒さん中心の活動
が増えることを楽しみにしています。
・運動部、文化部の部活動やその生徒の活動が新聞等で紹介
される場面が増えうれしい限りである。
・「合勝うどん」が盛大に開催され生徒の満足度は高かった。
・コロナ感染拡大時期に学校からの情報が少なく困惑されてい
るご家族（特に医療従事者）があった。コロナに関しては特殊な
事例ではあったが危機管理の点から情報共有についてＰＴＡを
巻き込んだ新しいSPSの形があってもよいのではないか。
・生徒数の減少の中、進学校としての実績もあり、また、いろい
ろな分野へのアプローチ等が良い意味で影響されると信じてい
ます。

４　信頼さ
れる学校作

り
3.2


